
平成３１年第２回定例会一般質問通告書 

 

通告１番  星 喜美男 議員 

質問方式  一問一答 

質問事項  農業振興について 

質問相手  町長 

質問の要旨  本町の農業は典型的な中山間地農業で、一戸当たりの農地面積が狭隘なう

え基盤整備率も低く、生産高５０万円未満、または、販売をしない自給的農

家が約７割を占めている。 

近年は、輸入農産物の増大等、国内農業全体の魅力が薄れてきており、本

町でも例外なく離農者の増加に伴う従事者不足による高齢化が進み、遊休農

地、耕作放棄地の拡大は大きな問題となっている。 

今、本町の農業に求められているのは生産効率の高い儲かる農業を確立し、

農家にやる気を起こさせることだと思う。 

そこで次の点を伺う。 

      １ 入谷地区では、以前から自給用の落花生が作られてきた。これを、南三

陸ブランドとして本格的に生産できるよう推進してはどうか。 

      ２ 岩手県では、古くから畑わさびの栽培が盛んで高収入を得ている。重労

働が少なく、米と農繁期が重ならないなど利点が多く広がりを見せている。 

        本町でも、耕作が放棄されている桑畑などを活用して畑わさびの栽培を

推進してはどうか。 

      ３ 最近、全国の各地でエディブルフラワーの栽培が若者や女性などを中心

に増加傾向にある。 

        幅広い年齢層や外国人などのニーズも高いので、新たな特産物として栽

培できるよう支援はできないか。 

 

通告２番  倉橋 誠司 議員 

質問方式  一問一答 

１件目 

質問事項  防災ヘリ、ドクターヘリについて 

質問相手  町長 

質問の要旨 １ 防災ヘリ、ドクターヘリの活用は。出動実績は。 

      ２ 積極的に利用されているか。形骸化していないか。 

２件目 

質問事項  志津川地区復旧復興について 

質問相手  町長 

質問の要旨  汐見町はほとんど手付かずであり、未だに土砂が積まれているが、復旧復

興の計画は。被災市街地復興推進地域について、中身と進捗状況は。 

 



３件目 

質問事項  人口問題について 

質問相手  町長 

質問の要旨  人口がついに１３，０００人を下回ったが、施策は。 

       交流人口の平成３０年度見通しと平成３１年度の新たな目標は。 

 

通告３番  佐藤 雄一 議員 

質問方式  一問一答 

１件目 

質問事項  松笠屋敷の屋根修繕工事の進捗状況は 

質問相手  町長 

質問の要旨  以前、私はひころの里の有効活用について質問をさせていただきましたが、

数年前から屋敷の屋根の傷みがひどくなってきている状況である。今、修繕

工事を実施しなければ建物の維持管理が難しくなると思う。 

早急に修繕工事の必要性を求めるが町としての考えは。 

２件目 

質問事項  復興事業をもう一度検証してみては 

質問相手  町長 

質問の要旨  私も数年にわたり、都計審に名を連ね、町の計画に参加してまいりました。 

       復興の期間をあと２年と残すのみとなってきた現在、ここで一度現状を見

つめ、考え、今後あと２年ではあるが、まちづくりを考えたいと思います。 

       そこで、なぜ街を八幡川で二分にしたのか、また、地区民参加でまちづく

りを公平に考えたのかを問う。 

 

通告４番  千葉 伸孝 議員 

質問方式  一問一答 

１件目 

質問事項  循環型のゴミ処理で財源の削減を 

質問相手  町長 

質問の要旨 １ 生ごみの収集率アップへの町の取り組みは。 

      ２ 資源ごみの分別強化で町民のゴミ袋値上げ負担軽減を。 

      ３ 南三陸 BIOと町の関わりは。 

      ４ ごみゼロ社会への町長の考えは。 

２件目  

質問事項  ブランド化と環境保全に復興事業の影響は 

質問相手  町長 

質問の要旨 １ 今年度のワカメ生産に異常があると聞くが、その内容と対策、水揚げ予

測は。 

      ２ 南三陸ワカメはブランドとして全国的に知名度を得ているが、町として



のワカメブランドの生産管理の関わりと、南三陸ワカメのブランドの品質

監視は。 

        また、メカブの価格高騰の現状はどうか。 

      ３ 旧松原公園の防潮堤施工ミスの原因と、町としての再発防止の対策や県

への対応は。 

      ４ 志津川高校生の調査した干潟の復旧は。 

 

通告５番  今野 雄紀 議員 

質問方式  一問一答 

質問事項  ネーミングライツの導入 

質問相手  町長 

質問の要旨  各種公共施設の維持管理、将来的な財政負担の軽減策について。 

 

通告６番  菅原 辰雄 議員 

質問方式  一問一答 

１件目 

質問事項  入谷公民館建設と環境整備について 

質問相手  町長 

質問の要旨  入谷地区の中枢施設である入谷公民館は、昭和５５年竣工で改装を重ねて

使用してきた。一昨年、有害物質（アスベスト）含有建材の使用が確認され

たそれらの対応策として、町有地である旧入谷中学校跡地へ新築移転計画で

あるとの認識のもと、次の点を伺う。 

      １ 建設予定地への進入路は２系統あるが、いずれも交互通行しかできない

路線であり、対面通行できる道路新設整備が必要と考えるが、町長の考え

を伺う。 

      ２ 公民館は避難場所であり、災害時や地域の各種行事、伝統文化・郷土芸

能継承なども含め、雨天時対策としても上屋建設が強く望まれるが、町長

の考えを伺う。 

２件目 

質問事項  地域交通について 

質問相手  町長 

質問の要旨  これまで何度も交通弱者対策として議論をし、いまだ解決策を見いだせな

い現状だが、加速する少子高齢化社会への対策を伺う。 

      ・ 町民バス運行の現状と課題 

３件目 

質問事項  教育環境について 

質問相手  町長、教育長 

質問の要旨  児童生徒の教育環境について議論されてきたが、あらためて次の点につい

て伺う。 



      １ 児童生徒の学力・体力低下、いじめ・不登校などの現状と課題について、

教育長の所見と対策を伺う。 

      ２ 学校給食の食べ残しと食育について。 

      ３ 学校へのエアコン設置の考えは。 

 

通告７番  後藤 伸太郎 議員 

質問方式  一問一答 

質問事項  環境政策の見直しが必要なのでは 

質問相手  町長 

質問の要旨  町の環境政策について、以下の点を伺う。 

１ ごみ袋の値上げは断行するのか。 

      ２ 値上げについて充分な理解は得られていると思うか。 

      ３ 生ごみの分別収集について、費用対効果は充分得られているか。 

 

通告８番  及川 幸子 議員 

質問方式  一問一答 

１件目 

質問事項  復興まちづくりの検証について 

質問相手  町長 

質問の要旨 １ 歌津地区の復興検証について 

・ 伊里前地区の復興計画は効果が持てるものであるのか。 

・ 水産振興センターと魚竜展示施設の復旧をなぜやらないのか。 

      ２ 志津川市街地都市計画について 

      ・ 旧志津川駅周辺で業を営んでいた人達の再建と、今後のまちづくりへの

参画をどう考えているか。 

２件目 

質問事項  高齢者福祉について 

質問相手  町長 

質問の要旨  国では在宅介護を重要視との見解だが、当町でも施設入所できかねて在宅

で生活している方々がいる。 

       在宅介護世帯にも助成できる施策を考えては。 


